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卓話者紹介  大原 正道会員 
平成 22年 4月 富士見出張所長 
平成 24年 4月 神田地域まちづくり課長 
平成 26年 1月 財団法人まちみらい千代田事務局次長 
平成 27年 4月 交通施策推進課長 
平成 30年 4月 道路公園課長 
当クラブは 10年以上、ちよださくらサポーターと

して千代田区の桜を支援しており、今年度も支援の
予定です。 

代田区の千鳥ヶ淵や江戸城外濠は全国的に有名なさ
くらの景勝地で、いかに再生・保存していくかが課
題です。 
さくらまつり期間中、150 本のさくらに囲まれる千鳥
ヶ淵緑道では、ライトアップを実施し、平成 30 年は
12 日間（３月 24 日～４月４日）で延べ 1,286,000 人
が訪れました。また、江戸城外濠の土手には 240 本
のさくらが植栽されています。土手沿いの外濠公園
は、千代田のさくらまつり時には、さくらを愛でる
ためのルートである、「花の道」の 1 か所として紹
介されています。 
 区が管理するさくらは、戦後の復興とともに昭和
40 年頃までに植えられたものが多数で、その後、昭
和天皇御在位 60 年記念事業として、それらのさくら
を補う形で植栽され現在に至っております。多くは
樹齢 50～60 年に及ぶため、老朽化が進行、生育環境
が悪化し、病虫害により樹勢が衰えている状況にあ
ったことから、早急な対策が必要でした。そこで、
区内の美しいさくらを、引続き皆様に楽しんで頂く
ため、そして、次世代に引き継いでいくために、平
成 15 年に、「区の花さくら協議会」を設立し、再生
計画の策定を始めました。 
 この協議会は、学識経験者、区民、行政（環境省、
宮内庁、東京都、千代田区）、靖国神社、日枝神社、
神田神社が委員になり、千代田区に相応しい、そし
て日本を代表するさくら景観を創造、持続すること
に理念をおいております。再生計画を策定するにあ
たっては、区の花さくら再生計画の理念に基づき、
さくら憲章を掲げ、協議会の運営方法の検討、将来
あるべき姿を構想しながらの計画的な整備方法、樹
勢状態を把握し、生育が悪いさくらの回復方法、回
復が見込めないさくらの更新方法、また、管理指標
を整理し計画的に進めていく考え方等をまとめまし
た。 
そして、これらを実現するために、「区の花さくら
連絡会」「千代田区さくら基金」「サポーター制度」
「さくら再生事業」を創設致しました。 
「区の花さくら連絡会」のメンバーは、学識経験者、
区民、さくら管理者で、情報共有と連携を図るため
に、年１回連絡会を開催しています。 

「千代田区さくら基金」は、さくらの永続的な管理
作業及びさくらに関連する事業を効果的に実施する
ための基金で、平成 30 年 3 月末現在の基金残高は
10,357,088 円です。収入の大半を占めるのは「千代
田のさくらまつり」期間中の募金活動によるもので、
知名度が上がるに伴い、訪れる方が増加し募金額も
右肩上がりです。 
「さくらサポーター制度」は、個人、法人などに登
録して頂き、資金的支援やさくら教室への参加、さ
くらまつりなどのイベントに携わりサポートを行っ
て頂く制度です。年会費は、個人会員 1,000 円、法
人会員 10,000 円で、平成 30 年 3 月末時点の登録数
は、個人 499 名、法人 108 団体です。さくらサポー
ター会員による主な事業は、さくらの健康状態の調
査、環境美化や周知活動などです。
「さくら再生事業」は、さくらの育成管理を行いま
す。具体的には、①園路の整備や、さくらの日照の
確保と土壌環境の改善を行います。平成 21 年には、
四季折々の草花を楽しめる「四季の道」として千鳥
ヶ淵緑道の整備を実施しました。②さくらの幹に潜
む害虫「コスカシバ」から守るために、フェロモン
防除剤を設置し、幼虫の発生を抑制します。③生育
状態を観察、樹勢、生育障害要因、障害部位の調査
を実施、外観調査による樹勢調査を実施し、4 段階評
価を行い、継続的に変化を観察します。④剪定や伐
採などの作業も行います。
現在のさくらの状況ですが、区の管理分は 900 本

あり、その中から標本木を選定し、毎年、樹勢調査
を実施しております。表は平成 15 年から平成 29 年
までの調査結果です。現在は 7 割弱が好ましい状態、
3 割の樹勢が芳しくない状態ですが、伐採したものは
リサイクルするよう取り組んでおります。更新で植
え替える際は景観を損なわないよう、計画的に実施
する必要がありますので、そのための調査をこれか
らの課題として取り組んで参ります。
※質疑応答
 

 
 

千代田区観光協会 HPより 
 
閉会点鐘 奥山 聡会長 




